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チにご期待致します。
・髙田次雄会員　寒暖の差激し過ぎて夏ばてにあらず
春ばて現象が起きている。健康の源、早寝、早起、
朝食はガッツリと、健康管理に気を配り楽しい連
休に臨みましょう。本日のスピーチ伊藤秀雄会員
楽しみです。

・佐々木源悦会員　 4月25日、隣りの火事のことで心
配をおかけしました。私の所は被害はありません
でした。

・菅原慶一会員　伊藤秀雄会員のスピーチ、大いに期
待します。

・冨士原裕子会員　伊藤秀雄会員のスピーチご期待い
たします。お花見例会では大変おいしいごちそう
有難うございました。

・岩渕栄市会員　今日は宮城県の農業六次化のパイオ
ニア、秀雄さんのスピーチ楽しみにしておりまし
た。発信力も抜群で次のリーダー候補と言われて
おります。秀雄さんに大いに期待します。

・杉田広仁会員　伊藤秀雄会員、卓話期待しています。
・佐藤早智子会員　伊藤秀雄会員のスピーチ楽しみに
しております。

・及川富男会員　伊藤秀雄会員のスピーチに期待して
います。

・千葉正宏会員　先週はお世話になりありがとうござ
いました。来年もよろしくお願いします！

・伊藤幸子会員　先週のお花見例会楽しく過ごさせて

長はじめ委員の方々大変ご苦労様でした。
　皆様のご健康を祈念して「三・三・七」拍子で締め

※第2858回例会　2023．4．20
　〈お花見移動例会　於：くんぺる　18：30～〉

・本日の出席率　86.96％

・及川昭宏会長以下　お花見例会を楽しみましょう。
佐々木崇会員　佐藤幸一会員　阿部泰彦会員
佐藤敬喜会員　千葉吉男会員　氏家良典会員
菅野幸一郎会員　佐竹孝行会員　佐々木源悦会員
岩渕正彦会員　熊谷敏明会員　高橋利光会員
布施孝尚会員　菅原慶一会員　冨士原裕子会員
太田陽平会員　杉田広仁会員　佐藤早智子会員
大畑好司会員　千葉正宏会員　加藤亮会員
伊藤幸子会員　佐藤哲弥会員　森田峯男会員
伊藤秀雄会員　村上正弘会員　阿部康史会員

　　　以上、ありがとうございました。

　本日はお花見移動例会です。毎年 4月の最終木曜日
に開催していましたが、桜の花があるうちにと思い年
度はじめに 1週間早めてするようにプログラムを組み
ましたが、思ったより桜前線の北上が早く花は散って
しまいました。来年は桜の花の咲き具合を考えて開催
してほしいと思います。伊藤秀雄会員が色々と会場の
設定をして皆様を迎えて下さいました。又、トロン
ボーンの芳賀貞浩氏、トランペットの菅原慶一会員、
ドラムの私、 3人でのバンド演奏を準備しております。
　先日、仙台北ロータリークラブの65周年記念例会に

8名で出席してまいりました。出席の皆さま大変ご苦
労様でした。
　マスク着用は自由で会合を持つことが出来る様にな
りました。おいしい食事をしながら皆様と交流し楽し
い時間を過ごしていただきたいと思います。

・ガバナー事務所より
　　2022－2023年度地区大会報告書が届く。
・「ロータリーの友・英語版」が届く。
◎お花見会（司会進行：村上正弘親睦活動委員）
・乾杯の発声（佐藤幸一会員）
　温暖化のせいか最近は桜の開花が早くなっておりま
す。今日のお花見例会は例年より 1週間早い開催とい
うことですが、残念ながらすでに散ってしまい目にす
ることが出来ませんでしたが、伊藤秀雄会員の心遣い
でおいしい食事が準備されています。昔から「花より
団子」という言葉もあります。食事をしながら楽しい
ひとときを過ごしましょう。皆様の健康を祈念して乾
杯！
・歓談・食事
・バンド演奏
・閉会のあいさつ（千葉正宏副会長）
　本日は大変お忙しい中、皆様にはお花見例会に出席
いただきありがとうございました。来年はもう一週早
くしたいと思いますが如何でしょうか？
　トロンボーン奏者の芳賀貞浩様、そして、菅原慶一
会員、及川昭宏会長バンド演奏で盛り上げていただき
ありがとうございました。又、佐藤哲弥親睦活動委員
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●４月の定例理事会議事録（4月 6日㈭）●●４月の定例理事会議事録（4月 6日㈭）●
◦議事内容
⑴ お花見夜間例会について
　 当初の予定通り開催する
　 日時  4 月20日㈭　18：30～　会場  「くんぺる」　会費  5,000円（S-BOXは別途）
⑵ 入会承認された方の入会手続きをする

※第2859回例会　2023．4．27

・本日の出席率　100％

・及川昭宏会長　伊藤秀雄会員の卓話よろしくお願い
します。楽しみにしております。

・山田正会員　先日は亡き母京子の通夜、葬儀、告別
式にて皆様方にお見送りを頂き誠にありがとうご
ざいました。

・伊藤秀雄会員　本日はスピーチ担当です。よろしく
お願いします。地区協議会に行ってまいりました。
育英学園立派ですネ…！我が佐沼ロータリークラ
ブは組織力ありますネ！

・飯塚仁哉会員　伊藤秀雄会員の今日のスピーチに関
心を持って傾聴しますよ。

・佐藤幸一会員　伊藤秀雄会員のスピーチ、楽しみに
しております。

・江川元徳会員　例会 3回も休みました。ご免なさい。
・八谷郁夫会員　伊藤秀雄会員のスピーチ楽しみです。
・阿部泰彦会員　躍進する伊豆沼ブランド、伊藤秀雄
会員のスピーチを楽しみに！UGOQ FITNESS& 
GYM佐沼店グランドオープンおめでとうござい
ます。志賀社長頑張って下さい！

・菅野幸一郎会員　伊藤秀雄会員の含蓄のあるスピー

ウゴク　　　　フィットネス  アンド

ジム

たいと思います。よろしくお願いします。

乾杯の発声（佐藤幸一会員）乾杯の発声（佐藤幸一会員） バンド演奏バンド演奏
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付加価値型農業→少子高齢化対策と交流事業への参
画（ 4万社）
　 6次産業＋交流産業（オンリーワンの農村産業）
ホビー農業→耕作放棄地の活性化
　老齢者、新規参入社、体験的、癒し的
農家は誠意を持って、消費者は信頼を共に支え合う
国家を目指す。
○私の考える「農村産業」とは

1円プロジェクト（法人化 1円、固定資産 0円、
雇用人件費 0円）
加速する人口減少（農村）→農村の新たな価値創造
農村住民（シニア）が主役→経営者（よそ者、若者）
最高資源→シニア（また会いたくなるおもてなし
の心）

誘客のインセンティブ→ものから人へ（東北モデル）
土日型の国内客とウィークデー型のインバウンド客
仙台空港→LCC活用、ミドルアッパー層集客（海
外）→インバウンド客→農泊へ
ビジネスモデル化し全国の農村へ普及したい。農
山漁村 1円プロジェクトは、どこでもいつでも、
コトを興したい人が居れば必ずできる。

○地方創生
　明るい農村（食糧、環境）なくして国家なし、皆
で一緒にやりませんか。日本の活性化は地域から、
地域で小さい火を灯そう、誇りの持てる故郷が出来
る。100億円企業より、 1億円企業を100社作る礎に
なりたい。
　あまりにも多様過ぎるので、私はある時次のように
考えました。今までは資源を見、ニーズを聞いてきま
したが、これからは資源を見ない、ニーズを聞かない
で、自分の住んでいる地域に何が必要か、こんな地域
になったら、こんなものがあったら住民が幸せになる
かと真剣に考え続けることにしました。必要な資源を
探す、これは同じパフォーマンスでも地域資源が異な
れば、オンリーワンが出来ます。そしてイノベーショ
ンが起こり必然的に仲間が集まってきます。
○新しいビジネスの構築の仕方

（どぶろく）製造、飲食業（レストラン）、地域
農産物の販売、漁業（社長）、食農環境（いの
ち）教育……。
　豚肉に関しては輸出の許可をとり、平成 4年か
ら香港に輸出しておりましたが、平成13年に登米
市にも、トンコレラ、ブタ熱が入ってきましたの
で輸出禁止となりました。パンとどぶろく製造に
使用する酵母菌は伊豆沼から採取しております。
　10年前から体験事業をはじめました。

○経営理念
人と自然のやさしさを求めて
「農業を食業に変える」を原点に精いっぱい地域の
人と自然の恵みに感謝します。
1．私たちは、安心できる農業・食を基本に、地域の
「人」「もの」「環境」の価値を再発見し、最もふ
さわしい「産業」を創造し続けます。オンリーワ
ンの考えです。いろんな角度から自然を見つめ、
新しく資源を見つける、その資源を使って産業を
起こす。地域資源は探せばいくらでもある。です
から未来永劫進化続けます。

2．私たちは、志を共にしてお互いに尊重し、やさし
さと笑顔の絶えない場を作り、共に成長続けます。
人間関係です。地域や社員の皆さん全てが成長す
るようにつとめる。

3．私たちは、精いっぱい環境にやさしい活動を行い、
豊かなそしてすばらしい自然を子供たちに繋ぎま
す。
社会貢献です。自然がたくさんありますので、自
然を更に賢く利用して良い環境にすることです。

○農業就業人口
　日本の人口は年々減少しております。農林水産省の
資料によりますと、平成31年農業就業人口約150万人
のうち 2／ 3 以上が65歳以上です。今は70歳位になっ
ており元気で働いていますが、 5～10年後にはいっき
に64歳以下の就業人口が減少します。日本に於ける人
口は減少していますが世界の人口は増加しています。
そのため食料危機が予想されます。
　昔は外貨がほしくて国民が少々ひもじい思いをして
も小麦を輸出しておりました。今の時代は自国の人に
ひもじい思いをさせてまで輸出はしなくなりました。
当然暮らしも良くなってきていますので、お金を積ん
でも買えない時代がくることが予想されます。食料の
未来を確かなものとするためには、関係者が一体と
なって課題を解決していく努力が不可欠です。
○私の考えるこれからの日本農業
・農業、農村→食料、環境へシフト
・ 2極化プラス 1
　　規模拡大型農業、付加価値型農業＋ホビー農業
規模拡大型農業→生産コスト削減、生産性の向上、
　国際競争力（ 1万社）

頂きました。トロンボーン、ドラム、トランペッ
ト素敵でした。親睦活動委員会の皆様ありがとう
ございました。本日、伊藤秀雄会員のスピーチに
御期待します。

・二階堂恭子会員　緑のきれいな季節。今日は伊藤秀
雄会員のスピーチ、何のお話か楽しみです。

・志賀昭洋会費　皆様にスポーツアカデミー佐沼のリ
ニューアルオープンのご案内をさせていただきま
した。お時間がございましたら是非ともおこし下
さい！！お待ちしております。

・佐々木崇会員以下　本日のスピーチに期待して。
佐藤敬喜会員　佐竹孝行会員　遠藤光則会員
猪股育夫会員　岩渕正彦会員　高橋利光会員
布施孝尚会員　佐藤哲弥会員　関孝会員
村上正弘会員　阿部康史会員　佐藤郁子会員

　　　以上、ありがとうございました。

　先週のお花見例会は時期を逃し花もなければ葉っぱ
もないという状況での開催となってしまいましたが、
伊藤秀雄会員の「くんぺる」で開催させていただきま
した。佐藤哲弥親睦活動委員長をはじめ、村上正弘委
員の素晴らしい司会と、菅原慶一会員のトランペット
で楽しい時間を過ごさせていただきました。感謝いた
します。
　今日、 4月27日は近代哲学者の父といわれるソクラ
テスが毒杯を飲まされ死刑になった日です。ソクラテ
スは著書を残していないので、弟子などが作成したた
め内容がかなり混乱しているようです。有名な言葉に
“神のみぞ知る”“悪法でも法は法”など数多くある
のは皆様ご存知のとおりです。
　哲学の考え方（客観的かつ理論的）で見た場合に指
標となるのは“ロータリーの目的”かと思います。文
章中にコロン（：）とセミコロン（；）がありますが
文法的にはコロンで完全に目的が終了し、セミコロン
はその補足という位置づけです。主文が幹となるので
ここをしっかり理解することが重要であると思います。
そしてロータリーの歯車マークの中央は軸が入る穴が
あります。歯車が空回りしないようにキーというもの
が付きますがしっかり再現されています。それぞれが
勝手に関係なく行動しないよ
うにという思いがここに表れ
ているのかも知れません。そ
の基準となるべきものが標準
定款の準拠だと考えます。

・特になし

・次年度関係（布施孝尚次年度幹事）
　 5月10日㈬次年度理事会、 5月18日㈭、次年度委員
長会議を開催致します。該当者にはFAXにてご案内
いたしますので、事前の日程調整をお願い致します。

　「会社紹介及び農業・環境について」伊藤秀雄会員
○登米市の現在について
　・農業産出額　333億円　　　　　　 東北 3位
　・和牛　100億円（仙台牛の40％）　 東北 1位
　・養豚　39億円　　　　　　　　　　  県 1 位
　・水稲　140億円（環境保全米発祥）　 県 1 位
　・キューリ、キャベツ（国の指定産地）
　・農村の地域資源を活用した誘客産業の確立
　・林業（登米森舞台：隈研吾氏設計）東京オリン
　　　ピックメインスタジアムにも……
　・循環型農業
　登米市では各町域に堆肥センターがあり、畜産
でそれを土地にかえして農産物を育てるという循
環型農業がかなり進んでおります。
家畜を育てる→排泄→堆肥を作る→土地づくり
→農産物を育てる→飼料→家畜を育てる

○ラムサール条約について
　ラムサール条約の理念、ワイズユースの考え方
・賢明な利用
・健全な湿地から得られる恵みを、生態系に配慮し
て持続可能な形で利用する事。湿地から得た利益
をまた自然を守るためにかえしていくという好循
環の理念です。
・農業、漁業での利用はもちろんの事、憩いや遊び
など文化的な利用も当てはまる。
　　この様な考え方を利用して登米市も自然とかか
わりながら両方が共生できるような社会になれば
と思っております。登米市では環境条例を作りま
した。ワイズユースの理念を借用しながら、環境
を守るだけでなく産業と環境が共生していくとい
う考え方です。

○会社概要
商号：有限会社伊豆沼農産
創業：1988年（昭和55年）10月1日
法人化：1989年 5 月 1 日
資本金：3,000万円
社員数：社員20名、常用パート20名
事業内容：養豚、水稲、果樹（ブルーベリー）、食
肉製品製造業、食肉処理業、惣菜製造業、アイス
クリーム（ジェラード）製造、パン製造、酒類
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今週のスピーチ

各委員会報告

会長要件 及川昭宏会長

幹事報告 布施孝尚会計

－映像を使っての卓話でした。紙面の都合上、一部
　割愛させていただきました。

地域
資源

必要
資源
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